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ミア ラー ジュ の 夜 





ムスリム の 皆様 。 ア ッ ラ ー は 、 地 上 に お いて 
いく つか の 土地 を 聖なる も の と され まし た 。 同 


様 に 、 一 部 の 時 を 、 聖 な る も の と され た の で す 。 


この 、 聖 な る 時 の うち の 一 つが 、 8 月 3 1 日 に 
迎え る ミア ラー ジュ の 夜 で す 。 ミ アラ ー ジ ュ 、 
預言 者 ムハンマド の 昇天 は , 動作 と し て 実際 に 
行なわ れ た の か どう か 、 と いう 議論 は お いて お 
き 、 私 た ち は 、 ア ブー・ バ クル が お っ し ゃ られ 
た よう に 、 「 も し それ を 預言 者 ムハンマド が 言 
っ た の で あれ ば 、 そ れ は 絶対 に 正しい 。」 と い 
う 立 場 を と り ま す 。 ミア 
ラー ジュ の 論理 的 な 基本 
を 理解 し た い 人 に 対し て 
は 、 こ の 奇 跡 の あり 方 を 
再度 語る こと が 最良 の 答 
SN の 02 の 。 
ムスリム の 皆様 。 ご 
存 知 の よう に 、 イ スラ ー 
ウ ( 夜 の 旅 ) と ミア ラー 
ジュ は 、 同 じ 夜 に 起こ っ 
た 出来 事 で す 。 それ で 、 
ここ で も う 一 度 、 そ の 名 
ee 
に 耳 を 傾け て み ま し ょ う 。 アッラー は 以 
下 の よ うに 語ら れ て お られ る 。 「 か れ に 栄光 あ 
れ 。 そ の し も べべ を 、 (マッ カ の ) 聖なる マス ジ 
ド か ら 、 わ れ が 周囲 を 祝福 し た 至 遠 の (エル サ 
レム の ) マス ジ ド に 、 夜 間 、 旅 を させ た 。 わが 
種々 の 印 を か れ (ムハンマド ) に 示す た めで あ 
る 。 本 当 に か れこ そ は 全 聴 に し て 全 視 で あら れ 
る 。」 「 ア ッ ラ ー と 一 緒 に 外 の 神 を 立て て は な 
ら な い 。 さ も な いと 、 あ な た が た は 軽 茂 さ れ 見 
捨て ちら れる で あろ う 。 あ な た の 主 は 命じ られ る 。 
か れ の 外 何 者 を も 崇拝 し て は な ら な い 。 ま た 両 
親 に 孝行 し な さい 。 も し 両親 か また その どちら 
か が 、 あ な た と 一 緒 に いて 老齢 に 達し て も 、 か 
れ ら に 「 ち えっ 」 と か 荒い 言葉 を 使わ ず 、 親 切 
な 言葉 で 話し な さい 。 そし て 敬愛 の 情 を 込め 、 
両親 に 対し 謙虚 に 翼 を 低く 垂れ (優し くし ) て 、 
「 主 よ 、 幼 少 の 頃 、 わ た し を 愛育 し て くれ た よ 
うに 、2 人 の 上 に 御 慈 砺 を 御 授け 下さ い 。」 ど と 
(祈り を ) 言う が いい 。 主 は あな た が た の 心 の 
中 に 抱く こと を 熟知 な され る 。 も し あな た が た 
が 正しい 行い を する な ら ば 、 か れ は 悔 悟 し て 
度々 ( 主 に ) 返る 者 に 対し 、 本 当 に 寛容 で ある 。 
近親 者 に 、 当 然 与 える べき も の は 与え な さい 。 
また 貧者 や 旅人 に も 。 だ が 粗末 に 浪費 し て は な 
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ば 、 わ れ は その 相続 者 に 賠償 また は 報復 を 求め 
る 権利 を 与え る 。 殺害 に 関し て 法 を 越え させ て 
は な ら な い 。 本当に か れ は ( 法 に よっ て ) 救護 
され て いる の で ある 。 孤児 が 力 量 (ある 年 齢 ) 
に 達する まで は 、 最 善 (の 管理 ) を な す た め の 
外 、 か れ の 財産 に 近付い て は な ら な い 。 約束 を 





ら な い 。 浪費 者 は 本 当 に 暑 魔 の 兄弟 で ある 。 早 
魔 は 主 に 対し 恩 を 忘れ る 。 あ な た は 主 か ら の 慈 
悲 を 請 い 願 うた め に 、 仮 令 か れ ら か ら 遠 ざか っ 
て いて も 、 あ な た は か れ ら に 対し 優し く 語 りな 
さい 。 あ な た の 手 を 、 自 分 の 首 に 縛り 付け て は 
な ら な い 。 ま た 限界 を 越え 極端 に 手 を 開き 、 了 駅 
辱 を 被り 困 氏 に 陥っ て は な ら な い 。 本 当 に あな 
た の 主 は 、 御 心 に 適う 者 へ の 報酬 を 豊か に され 、 
また 控え られ る 。 か れ は その し も ゃ も べべ に 関し 、 本 
当 に 全 知 に し て 全 視 で あら れる 。 貧困 を 恐れ て 
あな た が た の 子女 を 殺し 
て は な ら な い 。 わ れ は か 
れ ら と あな た が た の た め 
に 給 養 す る 。 か れ ら を 殺 
す の は 、 本 当 に 大 罪 で あ 
る 。 私 通 (の 危険 ) に 近 
付い て は な ら な い 。 それ 
は 醒 行 で ある 。 憎む べき 
道 で ある 。 正当 な 理由 に 
よる 以外 は 、 デ ッ ラ ー が 
尊い も の と され た 生命 を 
奪っ て は な ら な い 。 誰 で 
も 不当 に 殺害 され た な ら 


果たし な さい 。 凡 て の 約束 は 、 (審判 の 日 ) 尋 
間 さ れる の で ある 。 それから あな た が た が 計量 
する 時 は 、 (買い 手 の た め に ) その 量 を 十分 に 
し な さい 。 ま た 正しい 程 で 計 りな さい 。 それは 
立派 で あり 、 そ の 方 が 結果 と し て 最良 に な る 。 
また あな た は 、 目 分 の 知識 の な いこ と に 従っ て 
は な ら な い 。 本当 に 聴覚 、 視 覚 、 ま た 心 の 働き 
の 凡 て が (審判 の 日 に お いて ) 尋問 され る で あ 
ろう 。 ま た 横柄 に 地上 を 歩い て は な ら な い 。 あ 
な た が た は 大 地 を 裂く こと も 出来 ず 、 ま た ( 背 
丈 が ) 山 の 高 さ に も な れ な い 。 これ ら の 凡 て は 
愚 事 で 、 あ な た の 主 は 、 こ れ を 憎まれ る 。 これ 
ら は 、 主 が あな た に 啓示 され た 英知 で ある 。 ア 
ッ ラ テー と 一 緒 に 外 の 神 を 立て て は な ら な い 。 そ 
う 2 で な いと 取 辱 を 受け (慈悲 を ) 拒否 され 地 手 
に 投げ 込ま れる で あろ う 。」 
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